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使用上の注意 
 

対象とするＯＳは Microsoft社製 Windows XP、Windows 2000、Windows Vista 

とします。 

但し、メモリについては  WindowsXPを使用時には 512 MBYTE 以上 

Windows Vistaを使用時には1GBYTE以上として下さい。 

 

パソコンの解像度を 1024×768以上として下さい。 
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１．起動アイコン 

ｎｅｗＴＯＮのアイコンをマウスクリックします。 

 

 

２．起動画面 

アイコンをマウスクリックすると、下記の起動画面を表示し、メインメニュー画面のみが 

  画面上に残ります。 
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３．工事一覧選択画面 

工事一覧選択画面を以下の様に表示します。 

 

①．工事作成ボタン 

工事作成 ボタンを押すと新規工事を入力する事ができます。 

 

Ａ．工事名称 

     工事名称を半角３０文字以内で入力して下さい。 

     工事名称は先頭、または末尾のスペース（全角、半角とも）は許しません。 

上記の工事名称、備考、作成日、更新日の 
タイトル欄をマウスクリックすると昇順、 
降順に並べ替えを行います。 

① ② ③ ④ ⑤ 
⑧ 
⑥ 

⑦ ⑨ 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 
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Ｂ．備考 

     備考を半角８０文字以内で入力して下さい。 

Ｃ．工区 

     工区を半角３０文字以内で入力して下さい。 

     追加 ボタンを押すと選択中の工区内へ新しい工区を追加します。 

     削除 ボタンを押すと選択中の工区を削除します。 

     名称変更 ボタンを押すと選択工区の名称を変更します。 

    情報を入力後、OK ボタンを押すと製品データ入力画面を表示します。 

   キャンセル ボタンを押すと工事一覧選択画面に戻ります。 

②．工事コピーボタン 

既存工事をコピーして新規工事を作成したい時には 工事コピー ボタンを押して下さい。 

   このボタンを押すと下記の画面を表示しますから、新しい工事名称を半角３０文字 

以内で入力して下さい。 

 
    工事名称を入力後、OK ボタンを押すと製品データ入力画面を表示します。 

   その時、入力した工事名称が、既に存在している時には下記のエラーメッセージを 

表示します。 

 

OK ボタンで再度の入力に戻ります。 
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③．工事情報変更ボタン 

情報変更したい工事を一覧よりマウス選択して 工事情報変更 ボタンを押して下さい。 

   
     OK ボタンで情報を変更し工事一覧選択画面に戻ります。 

    キャンセル ボタンで情報を変更せずに工事一覧選択画面に戻ります。 

④．工事削除ボタン 

削除したい工事を一覧よりマウス選択して 工事削除 ボタンを押して下さい。 

   工事削除 ボタンを押すと削除を確認する下記のメッセージを表示します。 

 

    ＯＫ ボタンで対象データを削除して工事一覧選択画面に戻ります。 

   キャンセル ボタンで対象データを削除せずに工事一覧選択画面に戻ります。 
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⑤．圧縮・退避ボタン 

圧縮・退避 ボタン押すと下記の画面を表示します。 

 

    退避するフォルダを指定して下さい。 

      ＯＫ ボタンを押すと選択した工事データを圧縮・退避した後、工事一覧選択画面に 

戻ります。 

圧縮ファイルの名称は SC_工事名称.lzh となります。 

    キャンセル ボタンを押すと、工事一覧選択画面に戻ります。 
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⑥．解凍・取込ボタン 

解凍・取込 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 

    取込・圧縮退避したファイルを格納したフォルダを指定して下さい。 

      圧縮・退避したファイルをマウス選択して下さい。 

 開く ボタンを押すと、圧縮・退避したファイルよりデータの解凍・取込を行い、 

取込が完了すると、工事一覧選択画面に戻ります。 

    キャンセル ボタンを押すと、工事一覧選択画面に戻ります。 

⑦．メンテナンスボタン 

メンテナンス ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 

メンテナンス（５章、６章、７章、８章、９章を参照して下さい。） 

 鋼材名称・・・・・各種鋼材の名称を追加、変更、削除ができます。 

 一般鋼材・・・・・各種鋼材のサイズを追加、変更、削除ができます。 

 規格名称・・・・・各種規格の名称を追加、変更、削除ができます。 

 鋼材別使用規格・・鋼材別に使用する規格を設定できます。 

  部位名称・・・・・部位名称の追加、変更、削除ができます。 
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⑧．実行ボタン 

工事一覧よりマウス選択して、実行 ボタンを押すと既存工事を編集する事ができます。 

   実行 ボタンを押すと製品データ入力画面を表示します。 

   また、工事を選択後、マウスダブルクリックで 実行 ボタンと同じ動作を行います。 

      複数の工区を登録しておくと下記の選択画面を表示します。 

 

     OK ボタンで対象工区の製品データ入力画面を表示します。 

    キャンセル ボタンで工事一覧選択画面に戻ります。 

⑨．終了ボタン 

本システムを終了する場合は 終了 ボタンを押して下さい。  
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４．製品データ入力画面 

工事一覧選択画面より工事を選択すると下記の製品データ入力画面を表示します。 

 

①．階 

階を半角４文字以内で入力して下さい。 

②．部位 

部位をメニューより選択して下さい。 

③．品番 

品番を半角１８文字以内で入力して下さい。 

   但し、全角文字、半角英数、半角ｶﾀｶﾅ、半角ｽﾍﾟｰｽ、 

半角記号（. ＋ －  # $ % * : ; = ?  ’ / & ( )  _ ） 

→、←、↑、↓のみ入力可とし、末尾の半角ｽﾍﾟｰｽは入力不可とします。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 

各列のタイトル欄をマウスクリックすると並

べ替えを行います。 

⑨ 
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④．鋼材 

鋼材をメニューより選択して下さい。 

・ 対象となる鋼材と入力コードは下記の通りとします。 

   Ｈ形鋼    １ 

   ＳＨ形鋼    ２ 

   ＣＴ形鋼    ３ 

   ＢＨ形鋼    ４ 

   角形鋼管    ５ 

   鋼管    ６ 

   溝形鋼    ７ 

   山形鋼    ８ 

   山形鋼２枚合   ９ 

   軽量リップ溝形鋼   １０ 

   軽量リップ背中   １１ 

   軽量リップ抱合   １２ 

   軽量溝形鋼    １３ 

   平鋼    １４ 

   ＰＬ    １５ 

   異形鉄筋    １９ 

   丸鋼    ２０ 

   Ｉ形鋼    ２９ 

   ＢＴ形鋼    ４１ 

   ２溝形鋼    ４２ 

   軽量２溝形鋼   ４３ 

⑤．サイズ 

サイズをメニューより選択して下さい。 

 

 補足． 

鋼材サイズの入力について 

  ①．鋼材コードを入力します。EnterキーもしくはTabキーでサイズ欄へ移動します。 

 

 

  ②．サイズ欄で3を入力すると3で始まるマスターデータの鋼材サイズを表示します。 

 

 

  ③．次の数値サイズを入力したければ→キーで変更したい数値のところへ移動させて 

    数値入力して下さい。この時、←キーで前へ移動します。 

 

 

    ｘを入力する箇所で／＊－＋のいずれかを入力しても、ｘに変換します。 

また、↑↓キーでもマスター登録しているデータを順に表示します。 
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⑥．規格 

規格をメニューより選択して下さい。 

⑦．長さ 

長さを半角１０文字以内で入力して下さい。 

入力できる長さは50～24000の範囲内とします。 

ＰＬ入力時は“高さｘ幅”のサイズを入力します。 

⑧．本数 

本数を半角４文字以内で入力して下さい。 

入力できる本数は1～9999の範囲内とします。 

⑨．単価 

単価を半角４文字以内で入力して下さい。 

入力できる単価は1～9999の範囲内とします。 

⑩．ファイルメニュー 

 

   保存 

入力データを保存します。 

   インポート 

尺取虫データ、ＣＳＶデータから製品データを取込ます。 

ＣＳＶデータ取込は１０．インポートを参照して下さい。 

   エクスポート 

製品データをＣＳＶ出力します。 

   印刷プレビュー 

下記の様な製品一覧表の印刷用画面を表示します。 
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⑩．編集メニュー 

 

   Enter Keyでの複写 

未入力でEnterを押すと上行の値をコピーします。 

   メートル入力 

メートル単位で入力することが出来ます。 

⑪．表示メニュー 

 

   階入力を省略する 

階項目を入力不可とし入力を飛ばすことが出来ます。 

   部位入力を省略する 

部位項目を入力不可とし入力を飛ばすことが出来ます。 

   品番入力を省略する 

品番項目を入力不可とし入力を飛ばすことが出来ます。 

   単価入力を省略する 

単価項目を入力不可とし入力を飛ばすことが出来ます。 
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⑫．集計印刷ボタン 

    複数工区を入力していると下記の画面を表示します。 

   入力中の工区以外に合算する工区があればチェックを付けます。 

    

     OK ボタンで対象工区の集計をします。 

    キャンセル ボタンで製品データ入力画面に戻ります。 
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集計が終了すると下記の画面を表示します。 

  

 Ａ．鋼材別集計､Ｂ．階別集計､Ｃ．部位別集計 

   表示する帳票を切り替えます。 

 Ｄ．前ページ､Ｅ．次ページ 

   表示中の帳票のページを切り替えます。 

 Ｆ．印刷 

    印刷 ボタンを押すと下記のような印刷画面を表示します。 

   （詳細は付録．図面印刷用プレビュー画面を参照して下さい。） 

   
印刷する場合は 印刷 ボタンを押して下さい。 

Ａ Ｂ Ｃ 
Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 
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 Ｇ．ファイル出力 

ファイル出力 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

保存先とファイル名を指定してください。 

ファイル名にページ番号を付け加えます。 

 
帳票はＣＳＶ形式で出力します。 

 Ｈ．閉じる 

   このボタンを押すと製品データ入力画面に戻ります。 
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５．鋼材名称画面 

鋼材名称 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 
鋼材名称を編集し保存して下さい。 
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６．一般鋼材画面 

一般鋼材 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 
  各鋼材のサイズを追加、編集、削除し保存して下さい。 
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７．規格名称画面 

規格名称 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 

  必要な規格文字を入力し保存して下さい。 
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８．鋼材別使用規格画面 

鋼材別使用規格 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 

鋼材毎に使う規格を設定し保存して下さい。 
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９．部位名称画面 

部位名称 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 
部位名称を設定し保存して下さい。 
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１０．インポート 

 ①．製品データ入力画面の［ファイル］－［インポート］を選択すると 

下記の画面を表示します。 

 

ＣＳＶと尺取虫データファイルが読み込み可能です。 

 ②．ＣＳＶを選択すると下記のＣＳＶ取り込み画面を表示します。 

  

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ Ｋ 
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Ａ．先頭行削除数 

ファイルの読み飛ばす行数を入力します。 

   ファイルの先頭にタイトルがある場合に使用します。 

Ｂ．ＣＳＶ区切り文字 

ＣＳＶファイルの列を区切っている文字を選択します。 

   一覧にない場合は「その他」を選択し横の項目へ区切り文字を入力して下さい。 

Ｃ．ファイルリスト 

   ＣＳＶ区切り文字により切り取った文字を列毎に表示します。 

Ｄ．項目選択 

   各項目に対応するファイルリストの列を入力します。 

Ｅ．鋼材文字設定 

    鋼材文字設定 ボタンを押すと下記の画面を表示します。 

 

   取り込む鋼材を選択しＣＳＶファイル内にある文字列を 

   追加してください。 

Ｆ．鋼材とサイズの区切り文字 

   ファイルリストが「H-300x150x6.5x9」のように鋼材名とサイズが 

分かれいない場合に使用します。 

Ｇ．サイズの区切り文字 

   鋼材サイズを区切っている文字を選択します。 

Ｈ．長さの単位 

   長さの単位を選択します。 

Ｉ．取り込み情報リスト 

   取り込み対象の文字列を表示します。 
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Ｊ．ＣＳＶ取込 

    ＣＳＶ取込 ボタンで取り込み文字のチェックを行います。 

   エラーがある場合下記の様なメッセージが表示されます。 

 
    はい を押すとエラーの無い行のみ取りこみ、 いいえ を押した場合 

   ＣＳＶ取り込み画面に戻ります。 

   （エラー行は行番号に“ｘ”を赤表示します） 

Ｋ．キャンセル 

    終了 ボタンで無条件に元との製品データ一覧画面に戻ります。 

 

③．データを取り込みます。 

ファイル読み込み中にリスト数を超える場合 

下記のメッセージが表示され取り込みは行われません。 

 

 

 


